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A01 公募 オートファジーの分子機構と膜動態
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植物細胞はオルガネラの数やその機能を調節することで厳しい環境変化に応答し
ている。植物ペルオキシソームは、脂質の代謝、植物ホルモンの合成、シグナル分
子である活性酸素種発生の場として、細胞および個体の維持に重要な機能を有して
いる。これら機能は細胞内環境変動や細胞の発達段階に応じて柔軟に切り替わるこ
とが知られており、頻繁なタンパク質の流入と分解が繰り返されていると予想され
る。加えて、内包する代謝系が活性酸素種を発生させる性質上、ペルオキシソーム
を構成するタンパク質は常に障害の危機に曝されているため、異常タンパク質を速
やかに除去する品質管理機構が必要である。
これまで私たちは、植物ペルオキシソームの品質管理においてオートファジーが重
要な役割を担うこと、またその調節機構に LONプロテアーゼのシャペロン機能が関与
することを明らかにしてきた。この LONを介したオートファジーの調節は、これまで
に報告のない新たな制御機構であるが、その詳細な分子機構は明らかになっていない。
そこで、本研究課題では、モデル植物シロイヌナズナを実験材料とし、LONによ
るオートファジー調節の分子メカニズムの解明、および新規オートファジー関連因
子の探索を行うことで、新たなオートファジー制御機構の理解を目指す。
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